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8月25日（土）に、曽谷公民館で第１4回国分川調節池を育む会を開催しました。 

今回の育む会では、来年度に整備を行う予定である中池多目的利用ゾーンの一部、散策・休息

ゾーンの一部についての実施設計の内容を市川市よりご説明し、各検討部会による検討後、ご意

見を伺いました。 

毎回、『育む会』で行われた内容等については当会報でお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．実施設計の内容について 

 多目的利用ゾーンについては、

多目的広場、防球ネット、観覧席

の設置を予定しています。 

 多目的広場はサッカーが出来る

サイズであり、芝やクローバー等

で緑化を検討しています。江戸川

河川敷のようなイメージをお持ち

いただければと思います。 

 防球ネットは高さ 10ｍ程度のも

のを検討しており、洪水時には流

れを阻害しないよう、ネットの下

部がカーテン式もしくは巻き上げ

式となる防球ネットの設置を考え

ています。 

また、以前からご要望をいただ

いていた階段状の観覧席を、堤防

法面に整備することを考えていま

す。 

 散策・休息ゾーンについては、

散策用園路を配置し、その脇に健

康遊具、四阿、広場、ベンチの設

置を予定しています。 

 健康遊具については、市民の皆

様の健康増進を目的に市内の公園

に増設を予定しており、調節池に

も設置を考えています。 

 広場については、元々ゲートボ

ール場が現在の調節池内にあった

ことから、引き続き地域の皆様に

ご利用いただけるよう、「ゲートボ

ールも行える広場」として整備を

考えてます。 

※主な設計内容を掲載しております。その他の設計

内容については、当日の資料をご覧ください。 



 

 

 ２．検討部会からの意見について 

 千葉大学大学院園芸学研究科の近江慶光先生より、実施設計の内容について検討を行う際の

留意点等をお話いただき、各検討部会に分かれて今回の実施設計についてご意見をまとめてい

ただきました。検討後は、各検討部会より意見を以下のとおり発表していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

今回会員の皆様からいただいた貴重なご意見を踏まえ、今後の実施設計に反映していけるもの

を追加・修正し、９月中に役員の皆様に設計内容をご確認いただく予定です。今後の育む会で

は、運営・管理について具体的な検討に入っていく予定です。 

第１５回『育む会』については秋頃の開催を予定しております。日時や場所が正式に決まり次

第、会員の皆様に御連絡申し上げます。 

 

 

 

 

 

※ご連絡先 

国分川調節池を育む会事務局（市川市水と緑の部 みどり整備課）

 〒272-0021 市川市八幡４丁目２番１号（八幡分庁舎） 

市川市ホームページもご覧下さい！ 

「国分川調節池を育む会」で検索して下さい。 

 

「国分川調節池を育む会」は、

現在千葉県が事業を進めている

国分川調節池の上部利用につい

て、市民の皆様と行政が協働で

検討・実行することを目的とし

て設置されました。 

 ・多目的広場周囲にも緑陰を作るため植樹をしてほしい。 

・多目的広場はスポーツの市内大会やイベントで使用されることから、トイレをもっ 

と増やした方がいいのでは。 

 ・自噴する上総掘の井戸の跡を活かせないだろうか。 

・トイレはゲートボール利用者、下池利用者が利用しやすいよう、もう少し南側に設

置を検討してほしい。 

・運動後に利用する水道が必要。上総掘の井戸を有効活用できないだろうか。 

・園路の縁石は雑草で隠れないよう、ハッキリしたものを設置していく方が良い。 

・観覧席を増やしてほしい。 

・中学校側の駐輪場の駐輪台数を増やしてほしい。国分川側にも駐輪場を設置してほ

しい。 

・散策・休息ゾーンは今後の高齢化社会のために車椅子対応の整備をお願いしたい。 

・用具置場をもう少し近くに設置してほしい。 

・使用する材料はできるだけ木や石を使った自然素材をお願いしたい。 

・治水に支障のない範囲で起伏をつけてほしい。 

・健康遊具は背伸ばしベンチ等、ベンチの延長程度のものを設置してほしい。 

・緑陰になる樹木は、四季折々は無理でも、春だけ、秋だけなどポイントを絞った特

徴ある樹種を選んでほしい。 

自然復元ゾーン 

自然ふれあいゾーン 

多目的利用ゾーン 

散策・休息ゾーン 


